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研究成果の概要（和文）：与那国方言は基本的に A，B，C の３系列からなる３型アクセントで

あるが，その中で A と C は文節末尾が重音節か軽音節かで対立の実現の仕方が異なるという特

異な体系になっていること，そしてそれが，先行研究との比較により，音節の軽重を条件とす

る音調変化が起こった結果であることを明らかにした。また，その世代間変化から，音調の変

化は上昇・下降ともに右の方に移行することも明らかになった。これらは今後のアクセント研

究にとっても大きな意味をもつ。 

 
研究成果の概要（英文）：The Yonaguni dialect of Japanese has a three-pattern accent system 

(A, B, C). However, the realization of A and C depends on whether the final syllable of the 

accentual unit is heavy or not. When the final syllable is light, we have to add another free 

word or a particle ending in heavy syllable to make the distinction appear. This peculiarity 

can be explained by the following change: The loss of the final falling pitch has occurred 

only in the final light syllable. The change has not occurred in the final heavy syllables, 

where the old pitch patterns are preserved. Both pitch-rise and pitch-fall are found to have 

moved rightward. 
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１．研究開始当初の背景 

 琉球諸方言のアクセントは，その体系のあ
り方からみても，日本語アクセント祖体系の
観点からみても非常に興味深く，また意義深

いにもかかわらず，首里方言などごく一部を
除いては深い記述がなされないまま消滅の
危機に瀕している状況にある。緊急の調査が
求められている。 
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２．研究の目的 

本調査研究は，次の３点をその目的とする。
(1)消滅の危機に瀕している日本語諸方言，
とりわけその危険度の高い琉球諸方言のア
クセントを実地調査し，その体系と仕組みを
明らかにする。(2)琉球方言アクセント祖体
系ならびにそれを含む日本語アクセント祖
体系を考える基礎を固める。(3)貴重な音声
を録音保存し，できるだけ多くの資料を残す。 
 

３．研究の方法 

 現地を訪ね，方言アクセントをよく保存し
ている話者を探して聞き取り調査を行なう。
調査は１対１の面接調査による。調査は録音
をし，方言資料の保存を図る。 
 
４．研究成果 

(1)について。 
①南琉球の与那国方言を中心に記述調査

を行なった。その結果，この方言は基本的に
Ａ，Ｂ，Ｃの３型アクセントでありながら，
そのうちの２つの音調型ＡとＣが，軽音節に
終わる単独形では区別がなくなり，軽音節終
わりの付属語を付けても区別がなく，重音節
終わりの付属語を付けるか，自立語を続けた
場合にのみ区別が現れる体系であることを
明らかにした。これは，他の日本語諸方言に
は知られていない現象である。 
また，先行世代と比較することにより，そ

の間に音節の軽重が関与する興味深いアク
セント変化が起こり，上昇・下降とも右にず
れていることをも明らかにした。 
さらに，論文としては未発表であるが，用

言活用形のアクセントも詳しく調べてある。 
これらの現象は，今後のアクセント研究に

とっても大きな意味をもつ。 

②北琉球に属する奄美諸方言については，

和泊町方言集である甲 東哲『島のことば 沖

永良部島』の全語彙について和泊町皆川方言

の話者に当たってアクセントを調べた結果を

音節構造別に再編成して資料編として発表し

た。奄美方言アクセントの詳しい報告の一つ

となった。 

同じく奄美諸島の徳之島浅間方言では，修
飾構造に現われる半下降について調べた。こ
れも日本語の中では初めて明らかになった
現象である。また，アルファベット関連語彙
や数詞の調査も行なった。おそらく奄美方言
ではこの分野に関するはじめての調査では
ないかと思われる。 
その他，沖縄本島の那覇方言は，内間直

仁・野原三義『沖縄語辞典――那覇方言を中
心に――』（研究社出版）のアクセント付き
項目をすべてパソコンに入力し，その電子化
を終えた。今回はその検討は間に合わなかっ
たが，次回以降の新たな研究の基礎ができた。 

③本土方言では，日本語のアクセント史を
考える上で非常に重要な意味をもつ香川県
伊吹島方言について２つの調査研究を行な
った。１つはこれまで報告のなかった形容詞
の活用形アクセントの調査である。結果はい
ずれ報告を予定している。もう１つは，40 年
以上前に初めて本格的な調査を行なった和
田実の録音テープが残っているが，それに基
づいて発表した行研究を受け，新たに同じテ
ープを聞き直してそのアクセントを報告し
た。 

鹿児島県の３つの２型アクセント方言（鹿
児島市，枕崎市，黒島大里）も整理をし，そ
の間の異同を明らかにした。 

同じく青森市方言の後部２拍複合名詞の
アクセント資料もア行からワ行にいたる公
刊を終えた。これを受けて，次回にそのアク
セント規則を取り扱う。 

④これらの成果を海外の学会を中心に，主
に英語で発表した。 

 
(2)について。 
上記の調査研究により，日本語アクセント

祖体系を考える上での基礎固めをした。その
成果の一部は，海外の講演などにおいて英語
で発表した。 
 

(3)について。 
調査した方言に関して，すべて録音資料を

残した。 
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